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   This study, using the adult female dogs, was carried out to observe the effects of the 
cholinergic drugs to the bladder pressure by tracing the course after denervation. It was 
proved that bladder sensitivity to cholinergic drug increased after sections of pelvic nerves 
or hypogastric nerves. 
   Bilateral section of the pelvic nerves  : After nerve section, the reaction of pilocarpine 
to the bladder pressure increased day after day until in 10 days when it reached to the 
maximal state. Subsequently the reaction showed a gradual decline for the period of 6 
months with a final one being as same as the pre-operated state. 
   Bilateral section of the hypogastric nerves  : One month after nerve section, reaction of 
pilocarpine to the bladder pressure became slightly stronger than normal but in 3 monthes 
the reaction returned to the previous state. 
   Bilateral section of the pelvic and hypogastric nerves : Reaction of pilocarpine traced 
the same course as reaction of bilateral pelvic nerve section. 
   Atropine depressed the bladder pressure raisedby pilocarpine both in normal and in 
such bladder having hypersensitivity to pilocarpine.
緒 言
既に発表 した如 く1).人膀胱 は膀胱支 配神経
の内,仙 髄以下すなわち排尿反射 弓に障碍が あ
る とCannonのLawofDenervations)に従
つ てコ リン 作働薬に 対 して 著明に 感受性 を増
し,強 い内圧上昇 を来 たす.こ のように支配神
経 より遊離 され た膀胱平滑筋は コ リン作働薬 に
対 して興味 ある反応 を示すが,こ の専実は神経
因性膀胱 の診断お よび治療面に重大 な意味を持
つ と共 に,排 尿機構解明への一 つの方法 として











































実 験 成 績











































ピソに 対する反応は 正常膀胱 とあまり差は 認められ
ず,1ヵ 月目に至 り10mmHg前後の内圧上昇を認
め,軽度に感受性を高めている.3カ 月目になると術










































































逆にア トロピソを応用してお くと,ピ μカルビン静注
を行つても内圧上昇は全 く認められない 両側下腹神
経切断後1カ月目においてもこれと同様 ピPカルピソ
の作用はア トロピソによつて強 く抑制 される.
総括並びに考按
前論文において著 者は臨床 的 に 識リソ作働薬
に対する正常人及 び各種排尿 障碍患者 の膀胱 内
圧の影響にっいて発表 した.各 種膀號 支配神経
障碍の中で仙髄 以下 に障碍(仙 髄 以下 の脊損,
Spinabifida,子宮癌及 び 直腸癌 根手術 々後,
広範囲な膀胱,前 立腺周囲 を 剥離 す る 半術 々
後)が ある場合 は コ ジソ作働 薬に強い反応 を示
す.すなわ ちCannonのLaw◎fDenervationS)
va-一致す るもの と考 えた,こ の ようにdener-
vateされた 末梢臓器 は 自律 神経薬お よびその
類似薬に対 してHypersensitivityを獲得 する
と鄭う事実ex1999年頃 より生理学 看閤に て注 霞
され多数 の研究がみ られ る.し か しこの現象 に
ついての説明は コ リンエ ステ ラーゼ,ア ミソオ
キシダーゼの濃度,細 胞膜 の滲透性,筋 萎縮,
535
受容器(Receptor)の露出等によると考えられ





































































ア トロピンが ピロカル ピン等のコリン作働薬
の膀胱内圧上昇作用を抑制することはよく知ら
れている,小川(1940)11).桜井(1958)12)によ
ると,ピ ロカル ピンによる膀胱 内圧上昇中ア ト
ロピγを応用すると直ちに内圧は下降する.ま










し,ま た逆にア トロピンを応用後 ピロカルピン
を静注 しても全 く内圧上昇を示さない.両側下
腹神経切断後 ユヵ月目頃,軽 度な感受性を高め
ている時,同 様な実験を行い 同結果が 得られ
た.こ のようにア トロピンは膀胱支配神経切断
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灘 非 水 銀 性 ・強 力 抗 白 癬 菌 剤
1.外用 で 白癬菌 にだ け特 異 的 に強 力 に作 用 す
る非 水 銀性 の新 合 成 品
2.非常 に有 効 率 が高 く、 比 較 的短 期 間 に奏 効
3.有機性 水 銀 製 剤 の よ うな 副作 用 が な い
● セパ リン液 は 、浸 透 性 にす ぐれ 角 質 増殖 型 の肥 厚 性
白癬 症 に 特 に有 効(10mt,250ml(10ml×25),250ml)
● セパ リン軟 管 は、 持 続 性 強力 殺 菌 消毒 剤 ヒビ テン*
塩 酸 塩 を配 伍 して あ り、 ビラン型 や 二 次 感 染症 に
奏 効(7g.250g(10gx25),250g)
●セ パ リン ・パ ウダ ー も、 ヒ ビテ ン を含 む散 布 剤 で 、
ア ブ ラ性 や 作 業靴 な どで むれ る場 合 に好 適(15g)
(*英国LC.1.社登録商標)
大阪市東区道修町2丁 目40
:住友化学工業株式会社 医薬事業部
販 売 元
稲畑産業株式会社
